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第
三
十
一 

  
 

電 

信 
   
 
 
 
 

一 
  

殖
産
興
業
の
原
点
と
も
な
っ
た
小
栗
忠
順
は
、
慶
応
四
年
閏
四
月

六
日
、
故
な
く
上
野
・
烏
川
水
沼
河
原
で
斬
首
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

朝
廷
に
恭
順
を
示
す
徳
川
慶
喜
に
抗
戦
を
建
議
し
た
こ
と
が
薩
長
強

硬
派
の
恨
み
を
買
っ
た
。
生
き
て
あ
れ
ば
、
明
治
維
新
の
様
相
は
い

ま
ひ
と
つ
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

一
方
、
最
後
ま
で
叛
旗
を
降
ろ
さ
な
か
っ
た
榎
本
武
揚
は
ど
う
だ

っ
た
か
。 

 

大
政
奉
還
か
ら
五
稜
郭
陥
落
ま
で
、
薩
長
の
急
進
派
、
強
硬
派
に

と
っ
て
こ
の
人
物
ほ
ど
〝
小
癪
な
奴
〞
は
い
な
い
。 

 

阿
波
沖
で
薩
摩
艦
隊
を
砲
撃
し
、
幕
府
艦
隊
を
率
い
て
仙
台
、
函

館
に
逃
れ
、
五
稜
郭
に
立
て
籠
も
っ
て
「
蝦
夷
政
府
」
の
樹
立
を
宣

言
し
た
。
ば
か
り
で
な
く
、
維
新
政
府
軍
一
万
を
引
き
つ
け
て
七
か

月
を
戦
い
、
彼
我
合
わ
せ
て
千
三
百
人
超
の
戦
死
者
を
出
し
た
。 

 

小
栗
と
同
様
、
斬
首
・
梟
首
に
処
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
黒
田
清
隆
、
福
沢
諭
吉
ら
の
嘆
願
で
助
命
さ
れ
、
一
八
七

二
年
一
月
、
特
赦
に
よ
り
辰
の
口
牢
獄
か
ら
出
獄
し
た
。
同
年
三
月

放
免
隣
、
黒
田
清
隆
の
尽
力
で
開
拓
使
四
等
官
と
し
て
出
仕
し
、
炭

田
の
開
発
を
試
み
た
。
次
い
で
一
八
七
四
年
か
ら
海
軍
中
将
と
駐
露

公
使
を
兼
ね
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
お
い
て
千
島
・
樺
太
交

換
条
約
を
締
結
し
た
。 
 

一
八
七
九
年
九
月
外
務
省
二
等
官
、
同
年
十
一
月
外
務
大
輔
、
八

〇
年
二
月
海
軍
卿
、
八
二
年
五
月
皇
居
造
営
事
務
副
総
裁
、
同
年
八

月
駐
清
特
命
全
権
公
使
を
経
て
、
八
五
年
の
第
一
次
伊
藤
博
文
内
閣
、

八
八
年
の
黒
田
清
隆
内
閣
で
逓
信
大
臣
、
八
九
年
文
部
大
臣
、
九
一

年
五
月
の
大
津
事
件
で
外
務
大
臣
、
九
四
年
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
農

商
務
大
臣
を
歴
任
し
た
。 

 

い
や
、
榎
本
武
揚
の
こ
と
を
書
く
の
は
、
貧
乏
旗
本
の
出
世
物
語

の
た
め
で
は
な
い
。
維
新
政
府
に
と
っ
て
大
罪
人
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
能
力
を
評
価
し
て
活
か
し
た
明
治
元
勲
の
度
量
を
語
る
た
め
で
も

な
い
。
数
え
三
十
九
歳
で
中
将
と
な
り
、
七
十
六
歳
の
ロ
シ
ア
帝
国

外
務
大
臣
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
と
対
等
に
領
土
問
題

を
議
論
し
た
豪
胆
さ
こ
と
で
も
な
い
。 

 
話
と
い
う
の
は
榎
本
武
揚
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
に
電
信
術
を
学
び
、

フ
ラ
ン
ス
製
の
デ
ィ
ニ
エ
電
信
機
を
二
台
持
ち
帰
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
郵
政
博
物
館
に
よ
る
と
、 

 

一
八
六
〇
年
ご
ろ
に
製
作
さ
れ
た
印
字
式
モ
ー
ル
ス
電
信
機
で
、
イ
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ン
ク
の
つ
い
た
円
盤
に
テ
ー
プ
を
軽
く
押
し
付
け
る
と
テ
ー
プ
上
に

符
号
が
印
字
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
ゼ
ン
マ
イ
駆
動
の
時
計
仕
掛
け
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

と
あ
る
。 

 

武
揚
が
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
の
は
文
久
二
年
九
月
か
ら
慶
応
三

年
三
月
ま
で
の
四
年
半
で
あ
る
。
一
八
三
六
年
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、

数
え
で
二
十
八
歳
か
ら
三
十
二
歳
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

間
、
武
揚
は
ハ
ー
グ
で
下
宿
生
活
を
送
り
、
第
二
次
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ

ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
戦
争
を
観
戦
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
を
巡
行
し
た
。 

 

本
邦
に
お
け
る
電
信
は
、
一
八
五
四
年
二
月
、
再
航
し
た
米
合
衆

国
海
軍
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
が
幕
府
に
寄
贈
し
、

横
浜
で
実
演
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
ミ
ュ
ウ
ェ
ル
・
モ

ー
ル
ス
が
「
神
の
な
せ
る
術
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
十
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
文
明
開
化
の
嚆
矢
と
し
て
東
京
―
横
浜
間
で
電
信
が
始
ま

っ
た
の
は
一
八
七
〇
年
だ
か
ら
、
武
揚
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
以
前
に

電
信
の
効
用
を
理
解
し
た
。
も
と
よ
り
武
揚
は
、
軍
事
へ
の
適
用
を

視
野
に
入
れ
て
い
た
。 

 

以
下
に
記
す
の
は
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
開
通
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
は

殖
産
興
業
と
富
国
強
兵
の
一
環
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
榎
本
武
揚
の
業
績
で
は
な
い
―
―
の
だ
が
、
駐
露
公
使
、
海
軍

卿
、
逓
信
大
臣
と
い
う
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
一
八
七
四
年
以
後
に
つ

い
て
は
浅
か
ら
ぬ
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
得
な
い
。 

  

一
八
七
一
年 

長
崎
―
上
海 
 

一
八
七
二
年 

長
崎
―
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク 

 

一
八
七
三
年 

東
京
―
横
浜
―
長
崎 

 

一
八
七
四
年 

東
京
―
青
森 

 

一
八
七
五
年 

津
軽
海
峡 

 

一
八
七
九
年 

万
国
電
信
連
合
会
議
に
加
盟 

 

一
八
八
三
年 

呼
子
―
釜
山 

 

一
八
八
八
年 

電
気
学
会
が
発
足 

 

一
八
八
九
年 

明
治
丸
が
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設 

 

一
八
九
一
年 

逓
信
省
電
務
局
電
気
試
験
所
が
発
足 

 

一
八
九
五
年 

海
中
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
船
を
英
ロ
ブ
ニ
ッ
ツ
社
に
発 

 
 
 
 
 
 
 

注 
 

一
八
九
六
年 

海
中
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
船
を
「
沖
縄
丸
」
と
命
名 

 
一
八
九
七
年
、
鹿
児
島
―
基
隆
（
台
湾
） 

  
榎
本
が
二
台
の
電
信
機
を
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
か
ら
持
ち
帰
っ
て
三
十

年
、
電
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
ず
上
海
か
ら
長
崎
・
シ
ベ
リ
ア
経
由

で
西
欧
諸
国
と
つ
な
が
り
、
次
い
で
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
さ
ら
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に
本
邦
の
権
益
拡
大
に
連
動
し
て
朝
鮮
、
台
湾
を
カ
バ
ー
し
た
。 

 
並
行
し
て
電
信
技
手
の
養
成
も
行
わ
れ
た
。
東
京
・
汐
留
と
大

阪
・
高
麗
橋
に
電
機
修
技
学
校
が
設
置
さ
れ
、
一
八
七
二
年
か
ら
一

八
八
九
年
ま
で
に
計
一
千
四
百
八
十
五
人
が
陸
・
海
軍
、
鉄
道
お
よ

び
逓
信
省
な
ど
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。 

 

榎
本
が
電
信
を
〝
我
が
こ
と
〞
と
と
ら
え
て
い
た
の
は
、
一
八
八

八
年
五
月
に
電
気
学
会
を
発
足
さ
せ
、
自
ら
会
長
に
就
い
た
こ
と
、

お
よ
び
一
八
九
一
年
に
逓
信
省
電
務
局
に
電
気
試
験
所
を
設
置
し
た

こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
名
誉
職
的
な
色
合
い
が
強
か
っ
た
に
し
て

も
、
電
信
が
時
代
を
変
え
る
と
信
じ
て
い
た
の
に
違
い
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

電
信
に
つ
い
て
、
紙
幅
を
割
く
。 

 

英
語
「Electrical telegraph

」
を
「
電
信
」
と
翻
訳
し
た
の
は

福
沢
諭
吉
と
さ
れ
る
。 

 

現
今
の
わ
れ
わ
れ
は 

 

―
―
電
気
通
信
の
「
電
」
と
「
信
」
を
合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

と
想
像
す
る
ぐ
ら
い
だ
が
、
慶
応
二
年
に
刊
行
し
た
「
西
洋
事
情
」

初
編
の
口
絵
に 

  
 

蒸
滊
済
人
電
気
伝
信 

 
 
 
 

蒸
気
人
を
済
け
電
気
信
の
伝
う 

  

と
あ
る
。 

 

そ
こ
で
い
う
「
信
」
は
「
真
」
に
通
じ
、
真
で
あ
れ
ば
こ
そ
「
頼

り
」
と
な
る
。 
 

一
八
七
四
年
の
小
学
読
本
に
も 

 

伝
信
機
は
鉄
線
に
機
を
設
け
て
一
瞬
に
信
を
万
里
に
伝
ふ
る
器
な
り 

  

と
あ
っ
て
、
当
時
で
い
え
ば
「
便
り
」、
こ
ん
に
ち
に
あ
っ
て
は

「
情
報
」
の
こ
と
と
言
っ
て
い
い
。 

 

初
期
の
電
信
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
ン
ツ
ー
」「
ツ
ー
ト
ン
」
の
信

号
だ
っ
た
。「
ト
ン
ツ
ー
」「
ツ
ー
ト
ン
」
の
信
号
を
解
読
し
て
文
字

に
変
換
し
た
。
つ
ま
り
最
初
の
電
信
は
「
電
報
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

一
八
七
二
年
の
当
時
、
長
崎
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
電
信
料
金
は
、
欧

文
二
十
語
の
基
本
料
金
が
二
十
六
・
五
円
だ
っ
た
と
い
う
。「
殖
産

興
業
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
官
営
工
場
で
働
い
て
い
た
熟
練
工
の
月

給
が
十
円
か
ら
十
五
円
だ
っ
た
時
代
で
あ
る
。 

 
本
邦
初
の
電
信
ケ
ー
ブ
ル
は
、
一
八
五
四
年
、
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン

ド
艦
隊
の
技
術
者
が
東
京
・
お
台
場
に
敷
設
し
た
実
演
用
の
一
・
六

キ
ロ
、
実
用
に
供
さ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
は
一
八
六
九
年
の
横
浜
弁
天
灯

明
台
役
所
―
横
浜
裁
判
所
間
約
八
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
同
年
、
東
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京
―
横
浜
間
に
も
敷
設
さ
れ
た
が
、
国
内
よ
り
先
に
上
海
―
長
崎
、

長
崎
―
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
た
の
に

は
事
情
が
あ
る
。 

 

そ
れ
と
い
う
の
は
、
当
時
、
清
帝
国
に
は
攘
夷
な
い
し
外
資
排
斥

の
機
運
が
あ
っ
て
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
揚
陸
を
許
可
し
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
・
テ
レ
グ
ラ
フ

社
（
大
北
電
信
：
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
が
本
邦
を
中
継
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ッ
ク
経
由
で
信
号
を
送
受
信
す
る
通
信
路
を
設
定
し
た
。 

 

上
海
―
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
電
信
路
が
日
本
を
経
由
し
た
の
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
日
本
列
島
が
地
勢
的
に
都
合
の
い
い
位
置
に
あ
っ
た

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
結
果
と
し
て
そ
れ
は
国
内
産
業
の
輸
出
入
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
外
交
に
お
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。 

 

た
だ
し
軍
事
と
な
る
と
事
情
が
変
わ
っ
て
く
る
。 

 

Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
社
を
現
在
に
置
き
換
え
れ
ば
、
私
設
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

事
業
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
企
業
で
あ
る
か
ぎ
り
通
信

網
の
維
持
管
理
に
不
安
が
出
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
海
外
の
民

間
企
業
に
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
と
運
用
を
任
せ
て
お
く
こ
と
は
、

ど
う
考
え
て
も
リ
ス
ク
で
は
な
い
か
。
実
際
、
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
社
は
ロ
シ

ア
帝
国
と
連
携
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
た
。 

 

一
八
九
五
年
の
こ
と
、
逓
信
省
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ブ
ニ
ッ
ツ
社
に

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
船
を
発
注
し
た
。
明
治
政
府
が
自
身
の
責
任
で
ケ
ー

ブ
ル
を
敷
設
・
運
営
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
第
一
は
旧

幕
府
が
Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
社
に
与
え
た
三
十
年
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
切
れ

る
こ
と
、
第
二
は
日
清
戦
争
で
獲
得
し
た
租
借
権
と
台
湾
島
の
割
譲

が
あ
っ
た
。
西
欧
列
強
の
一
角
に
割
っ
て
入
る
に
は
、
情
報
を
密
に

共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
 

ロ
プ
ニ
ッ
ツ
社
に
発
注
し
た
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
船
は
一
八
九
六
年
二

月
に
進
水
し
、「
沖
縄
丸
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
全
長
八
十
八
・
六

メ
ー
ト
ル
、
型
幅
（
内
径
）
十
二
メ
ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
二
千
二
百

七
十
八
・
四
二
ト
ン
、
航
海
速
力
十
二
・
四
五
ノ
ッ
ト
（
時
速
約
二

十
三
キ
ロ
）。
そ
の
名
は
沖
縄
県
に
由
来
す
る
と
い
う
説
と
、「
沖
に

縄
を
張
る
」
の
意
味
と
す
る
説
が
あ
る
。 

 

沖
縄
丸
は
同
年
六
月
二
十
七
日
に
長
崎
港
へ
到
着
し
、
逓
信
省
の

船
な
が
ら
陸
軍
省
の
臨
時
台
湾
電
信
建
設
部
の
配
備
と
な
っ
た
。
最

初
の
仕
事
は
鹿
児
島
県
肝
属
郡
大
浜
か
ら
奄
美
諸
島
、
琉
球
諸
島
を

経
由
し
て
台
湾
の
台
北
市
淡
水
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
全
長
千
四
十
五
海
里
（
千
九
百
三
十
五
キ
ロ
）
で
あ
る
。
工

事
は
八
六
年
八
月
に
始
ま
り
、
翌
年
五
月
に
終
了
し
た
。 

 
こ
の
あ
と
逓
信
省
は
民
間
の
輸
送
船
「
伊
吹
丸
」「
奉
天
丸
」「
第

三
辰
丸
」
を
改
装
し
て
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
力
を
強
化
し
た
。
一
八
九
一

年
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
着
工
を
、
明
治
政
府
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
南
進
政
策
と
受
け
止
め
た
、
さ
ら
に
日
清
戦
争
後
の

三
国
干
渉
で
、
ロ
シ
ア
は
旅
順
口
の
租
借
権
を
獲
得
し
た
。
ウ
ラ
ジ
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オ
ス
ト
ッ
ク
に
続
く
不
凍
港
を
ロ
シ
ア
は
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 
旅
順
口
は
ロ
シ
ア
海
軍
太
平
洋
艦
隊
の
根
拠
地
と
な
り
、
町
全
体

が
要
塞
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
山
の
傾
斜
地
を
削
っ
て
岩
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
、
堀
の
外
に
高
圧
電
流
が
流
れ
る
鉄
条
網
、
地
下
に
迷

路
の
よ
う
な
長
い
連
絡
通
路
を
張
り
巡
ら
し
た
。
な
か
で
も
東
鶏
冠

山
北
堡
塁
は
総
面
積
が
九
千
九
百
平
米
も
あ
る
大
規
模
な
要
塞
だ
っ

た
。 

 

明
治
政
府
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
利
権
が
脅
か
さ
れ
る
と
考
え
、

ロ
シ
ア
は
満
洲
お
よ
び
関
東
州
の
租
借
権
・
鉄
道
敷
設
権
な
ど
を
確

保
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。
大
韓
帝
国
が
ロ
シ
ア
に
咸
鏡
北
道
の
鉱

山
採
掘
権
や
森
林
伐
採
権
を
与
え
た
こ
と
が
、
明
治
政
府
の
危
機
感

を
増
長
さ
せ
た
。 

 

―
―
戦
争
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

明
治
政
府
の
軍
部
が
そ
の
よ
う
な
想
定
を
し
た
こ
と
は
疑
い
を
得

な
い
。
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
力
が
強
化
さ
れ
、
秘
匿
化
さ
れ
た
の

は
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
〇
四
年
二
月
に
日
露
間
で
戦
端
が
開
か
れ
た
。 

 

日
本
陸
軍
先
遣
部
隊
で
あ
る
第
十
二
師
団
の
木
越
旅
団
が
仁
川
に

上
陸
し
た
の
は
二
月
八
日
だ
っ
た
。
日
本
政
府
が
ロ
シ
ア
政
府
に
宣

戦
を
布
告
し
た
の
は
二
月
十
日
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
政
府
が
ハ
ー
グ
陸

戦
条
約
に
あ
る 

 

「
武
力
行
使
の
前
に
第
三
国
に
よ
る
調
停
を
依
頼
す
る
努
力
」 

 

を
日
本
が
怠
っ
た
、
と
非
難
し
た
の
は
当
然
だ
っ
た
。 

 

以
後
、
戦
況
は
日
本
優
位
の
う
ち
に
展
開
し
た
。 
  

一
九
〇
四
年 

・
八
月
十
日
：
黄
海
海
戦
（
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
敗
北
） 

 

一
九
〇
五
年 

 

一
月
二
日
：
旅
順
開
城
（
ロ
シ
ア
軍
旅
順
要
塞
司
令
官
ス
テ
ッ
セ 

 
 
 
 
 
 

ル
中
将
降
伏
） 

 

三
月
一
日
：
奉
天
会
戦
（
ロ
シ
ア
陸
軍
司
令
官
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
大 

 
 
 
 
 
 

将
撤
退
） 

 

五
月
二
十
七
日
：
日
本
海
海
戦
（
ロ
シ
ア
海
軍
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊 

 
 
 
 
 
 

壊
滅
） 

  

と
い
う
経
過
を
た
ど
る
。 

 
開
戦
前
の
交
渉
で
明
治
政
府
は
ロ
シ
ア
に
「
満
韓
交
換
」
を
、
ロ

シ
ア
が
北
緯
三
十
九
度
線
分
割
案
を
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
た
。
交
換
や

分
割
の
対
象
と
な
っ
た
清
帝
国
、
大
韓
帝
国
が
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ

て
い
る
の
は
、
軍
事
的
優
位
性
が
帝
国
の
版
図
拡
大
を
担
保
す
る
と

い
う
植
民
地
主
義
で
あ
っ
て
、
民
族
優
生
論
・
選
民
思
想
と
同
期
・
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一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
は
日
本
が
外
形
的
な
名

乗
り
で
は
な
く
、
心
身
と
も
に
「
大
日
本
帝
国
」
に
変
っ
て
ゆ
く
発

射
台
と
な
っ
た
。 

 

話
を
戻
す
と
、
一
九
〇
三
年
の
末
、
沖
縄
丸
に
朝
鮮
半
島
の
木
浦

（
八
口
浦
）
―
佐
世
保
、
馬
山
浦
（
鎮
海
湾
）
―
対
馬
へ
の
電
信
ケ

ー
ブ
ル
敷
設
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
主
導
し
た
の
は
児
玉
源
太
郎
で

あ
る
。 

 

彼
は
臨
時
台
湾
電
信
建
設
部
で
部
長
を
務
め
、
台
湾
総
督
・
内
務

大
臣
を
経
て
日
露
戦
争
で
陸
軍
満
州
軍
総
参
謀
長
と
な
っ
て
い
た
。

児
玉
も
ま
た
電
信
の
軍
事
的
効
用
を
理
解
し
て
い
た
。
明
治
政
府
は

八
口
浦
や
鎮
海
湾
を
日
本
海
軍
の
艦
隊
根
拠
地
に
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

 

こ
の
作
業
の
通
じ
て
、
沖
縄
丸
は
佐
世
保
の
海
軍
工
廠
で
マ
ス
ト

の
位
置
を
変
え
、
船
体
の
色
を
白
か
ら
黒
に
塗
り
替
え
る
な
ど
の
偽

装
改
造
を
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
の
ち
再
び
白
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
、

船
名
を
「
富
士
丸
」
と
改
め
た
の
も
偽
装
だ
っ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
側
の
ケ
ー
ブ
ル
を
遮
断
・
回
収
す
る
仕
事
も

し
た
。 

  

新
し
い
技
術
と
し
て
、
一
九
〇
〇
年
代
初
期
に
は
無
線
通
信
が
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。
先
駆
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
九
六
年
に
五
百
メ

ー
ト
ル
の
空
間
で
情
報
の
送
受
信
に
成
功
し
た
グ
リ
エ
ル
モ
・
マ
ル

コ
ー
ニ
で
あ
る
。
そ
の
成
功
に
米
英
の
海
軍
が
飛
び
つ
い
た
。
す
べ

て
の
艦
船
に
通
信
機
を
搭
載
す
れ
ば
、
海
上
で
も
情
報
を
交
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

マ
ル
コ
ー
ニ
の
成
功
を
知
っ
て
、
英
国
公
使
だ
っ
た
加
藤
高
明
が

軍
艦
に
装
備
す
る
こ
と
を
構
想
し
た
。
た
ま
た
ま
六
六
艦
隊
計
画
に

基
づ
い
て
発
注
さ
れ
た
戦
艦
四
隻
が
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
鉄
工
造
船

所
で
建
造
中
だ
っ
た
。
そ
の
四
隻
に
搭
載
す
る
交
渉
を
マ
ル
コ
ー
ニ

社
と
行
っ
て
い
た
が
、
埒
が
あ
か
な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
加
藤
は
一
八
九
九
年
に
交
渉
を
打
切
っ
て
、
海
軍
に
無
線

電
信
を
研
究
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。 

 

海
軍
は
一
九
〇
二
年
、
三
十
四
キ
ロ
の
空
間
で
の
信
号
送
受
信
に

成
功
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
逓
信
省
の
電
気
試
験
所
も
研
究
に
着
手

し
て
い
て
、
一
八
九
七
年
の
こ
と
、
東
京
・
芝
の
金
杉
橋
と
東
京
湾

上
の
船
舶
、
直
線
距
離
で
約
三
キ
ロ
の
無
線
通
信
に
成
功
し
た
。
ち

な
み
に
海
軍
が
開
発
し
た
無
線
通
信
機
は
一
九
〇
三
年
か
ら
安
中
製

作
所
が
量
産
し
，
海
軍
は
こ
れ
を
「
三
六
式
無
線
電
信
機
」
と
し
て

採
用
し
た
。 

 
海
軍
は
ま
た
、
一
九
八
四
年
の
「
海
岸
望
楼
条
例
」
に
基
づ
い
て
、

列
島
の
沿
岸
に
二
百
以
上
の
望
楼
を
設
置
し
た
。
通
過
す
る
艦
船
と

の
通
信
、
気
象
の
観
測
、
海
難
報
告
な
ど
が
主
な
目
的
だ
っ
た
が
、

ロ
シ
ア
帝
国
を
仮
想
敵
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
八
九
六
年
以
後
、

玄
界
灘
や
五
島
列
島
、
済
州
島
な
ど
の
望
楼
に
は
無
線
機
を
配
置
し
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た
。
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
ん
で
有
線
・
無
線
の
機
能
を
備
え
た

望
楼
も
あ
っ
た
。 

 
日
本
海
海
戦
の
と
き
第
一
艦
隊
参
謀
と
し
て
活
躍
し
た
海
軍
大

尉
・
秋
山
真
之
は
，
英
国
駐
在
中
に
清
帝
国
、
大
韓
帝
国
に
無
線
局

の
用
地
租
借
を
要
望
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
海
軍
は
無

線
装
置
を
実
装
し
た
艦
船
を
港
湾
に
接
岸
さ
せ
、
望
楼
の
通
信
機
能

と
連
携
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

四 
  

さ
て
、
日
本
海
海
戦
で
あ
る
。 

 

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
（
バ
ル
ト
海
艦
隊
）
は
司
令
長
官
ロ
ジ
ェ
ス
ト

ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
中
将
麾
下
、
戦
艦
八
、
海
防
戦
艦
三
、
装
甲
巡
洋
艦

三
、
巡
洋
艦
六
、
そ
の
他
三
十
八
。
ラ
ト
ビ
ア
の
リ
エ
パ
ー
ヤ
港
か

ら
マ
ガ
ダ
ス
カ
ル
島
の
ノ
・
シ
ベ
港
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
カ
ム
ラ
ン
湾

を
経
て
の
長
駆
で
あ
る
。 

 

図
体
は
大
き
い
が
第
二
艦
隊
と
第
二
艦
隊
の
混
成
で
、
指
揮
命
令

系
統
が
一
本
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
戦
隊
の
航
行
速
度
に
も
大
き

な
差
が
あ
っ
た
。
加
え
て
石
炭
や
弾
薬
の
過
積
載
で
ス
エ
ズ
運
河
を

通
過
で
き
る
・
で
き
な
い
の
す
っ
た
も
ん
だ
が
あ
っ
た
。
挙
句
、
イ

ン
ド
洋
に
入
っ
た
直
後
に
旅
順
陥
落
の
知
ら
せ
が
入
っ
た
。 

 

旅
順
口
の
第
一
太
平
洋
艦
隊
は
前
年
八
月
の
黄
海
海
戦
で
機
能
不

全
に
陥
っ
て
お
り
、
陸
と
海
か
ら
日
本
軍
を
挟
撃
す
る
構
想
は
す
で

に
崩
れ
て
い
た
。
真
っ
直
ぐ
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
入
り
、
そ
こ
を

拠
点
に
日
本
を
攻
撃
す
る
作
戦
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
中
将
が
案
じ
て
い
た
の
は
、

無
線
電
波
が
自
分
た
ち
の
位
置
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
と
だ

っ
た
。
実
際
、
日
本
軍
は
総
力
を
挙
げ
て
ロ
シ
ア
艦
隊
の
居
場
所
を

探
索
し
て
い
た
。
東
シ
ナ
海
を
抜
け
、
黄
海
に
入
る
と
日
本
軍
の
通

信
が
活
発
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
傍
受
し
た
五
月
十
六
日
、
中
将
は
全

艦
船
に
通
信
封
止
を
命
令
し
た
。 

 

五
月
二
十
七
日
午
前
四
時
四
十
七
分
、 

  

敵
艦
隊
ノ
煤
煙
ラ
シ
キ
モ
ノ
見
ユ 

  

の
報
が
入
っ
た
。 

 

そ
れ
は
日
本
郵
船
の
仮
装
巡
洋
艦
「
信
濃
丸
」
が
発
信
し
、
そ
の

十
キ
ロ
近
傍
に
い
た
巡
洋
艦
「
和
泉
」
が
受
信
、
対
馬
島
神
山
の
望

楼
が
取
り
次
い
だ
。 

 
こ
れ
を
受
け
て
連
合
艦
隊
は 

  
敵
艦
隊
見
ユ
ト
ノ
警
報
ニ
接
シ 

 

聯
合
艦
隊
ハ
直
チ
ニ
出
動
、
コ
レ
ヲ
擊
滅
セ
ン
ト
ス 

 

本
日
天
氣
晴
朗
ナ
レ
ド
モ
浪
髙
シ 
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と
打
電
し
た
。 

 
「
午
前
六
時
ご
ろ
」
と
さ
れ
る
の
は
戦
艦
「
三
笠
」
か
ら
大
本
営

に
無
線
で
直
接
で
な
く
、
手
交
を
重
ね
、
海
中
・
陸
上
の
専
用
ケ
ー

ブ
ル
で
東
京
に
送
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
ら
し
い
。
連
合
艦
隊
も
ま
た

自
分
た
ち
の
位
置
を
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
の
だ
が
、
ロ
シ
ア
艦
隊

と
は
情
報
の
扱
い
に
違
い
が
あ
っ
た
。
軍
事
関
係
者
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
違
い
が
勝
敗
を
分
け
た
一
因
と
分
析
す
る
向
き
も
あ
る
。 

              

     



第 31 電 信（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

榎
本
が
持
ち
帰
っ
た
電
信
機 

榎
本
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
持
ち
帰
っ
た

電
信
機
を
箱
館
ま
で
持
っ
て
行
き
、
函
館
港
の
関
税
倉
庫
に
預
け
て
い
た
。

政
府
軍
と
の
戦
い
で
忘
れ
去
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
。 

 

一
八
八
一
年
、
明
工
舎
の
沖
牙
太
郎
が
東
京
・
愛
宕
山
の
古
道
具
屋
の
店

頭
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
て
購
入
し
た
。
一
八
九
一
年
の
第
三
回
電
気

学
会
講
演
会
で
逓
信
省
の
技
官
・
吉
田
正
秀
が
紹
介
し
、
会
長
だ
っ
た
榎
本

が
確
認
、
再
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
電
信
機
は
現
在
、
郵
政
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

電
信
修
技
学
校 

入
学
試
験
（
筆
蹟
・
論
書
・
英
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
）

を
経
て
電
信
技
術
の
ほ
か
数
学
、
電
機
学
が
習
得
科
目
だ
っ
た
。
電
信
技
手

に
な
る
と
、
そ
の
妻
に
「
電
信
助
手
」
の
月
給
五
〜
十
円
が
支
給
さ
れ
る
ほ

ど
高
待
遇
だ
っ
た
。一
八
八
七
年「
東
京
郵
便
電
信
学
校
」、一
九
〇
五
年「
通

信
官
吏
練
習
所
」
と
な
っ
た
。 

沖
縄
県 

一
八
七
二
年
、
琉
球
藩
が
設
置
さ
れ
、
琉
球
国
王
の
尚
泰
を
「
琉

球
藩
王
」
に
封
じ
て
東
京
に
藩
邸
を
置
い
た
。
一
八
七
九
年
三
月
、
明
治
政

府
は
琉
球
藩
を
廃
し
て
沖
縄
県
を
設
置
、
尚
泰
は
東
京
の
藩
邸
に
居
を
移
し

華
族
と
な
っ
た
。 

臨
時
台
湾
電
信
建
設
部 

一
八
九
五
年
六
月
二
十
四
日
公
布
の
官
制
で
陸
軍

大
臣
の
監
督
下
に
設
置
さ
れ
た
。
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
と
並
行
し
て
、
臨

時
台
湾
燈
標
建
設
部
に
よ
る
灯
台
の
整
備
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鹿
児

島
―
台
北
の
航
路
が
確
保
さ
れ
た
。
部
長
は
児
玉
源
太
郎
少
将
だ
っ
た
。
技

師
と
し
て
大
井
才
太
郎
、
浅
野
応
輔
、
青
木
大
三
郎
、
梶
浦
重
蔵
、
岡
本
桂

次
郎
、
河
合
幾
次
、
西
方
七
郎
の
名
が
残
っ
て
い
る
。 

児
玉
源
太
郎 

こ
だ
ま
・
げ
ん
た
ろ
う
／
１
８
５
２
〜
１
９
０
６
。 

台
湾
総
督
、
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
で
内
務
大
臣
、
文
部
大
臣
な
ど
を
経
て
日

露
戦
争
で
満
洲
軍
総
参
謀
長
と
務
め
た
。
最
終
階
級
は
陸
軍
大
将
。 

グ
リ
エ
ル
モ
・
マ
ル
コ
ー
ニ 

Guglielm
o M
arconi

／
１
８
７
４
〜
１
９
３

７
。
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
生
ま
れ
、
早
く
か
ら
数
学
と
物
理
を
学
ん

だ
。
一
九
〇
九
年
、
無
線
通
信
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

を
発
明
し
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
（K

arl Ferdinand Braun

／
１
８
５
０
〜
）
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。 

マ
ル
コ
ー
ニ
社 

一
八
九
七
年
に
設
立
さ
れ
二
〇
〇
六
年
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
社
に
吸
収
さ
れ
た
。
邦
訳
で
は
「
マ
ル
コ
ー
ニ
無
線

電
信
会
社
」
と
も
。 

旅
順
口 

現
在
の
大
連
市
旅
順
口
区
。
清
帝
国
の
北
洋
艦
隊
が
本
拠
港
と
し

た
こ
と
か
ら
町
が
発
展
し
、
日
清
戦
争
で
は
日
本
の
陸
軍
が
占
拠
し
た
。
下

関
講
和
条
約
で
大
連
を
含
む
遼
東
半
島
は
日
本
に
割
譲
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま

っ
た
が
、
仏
・
独
・
露
の
三
国
干
渉
で
旅
順
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
租
借
地
と
な

り
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
基
地
と
な
っ
た
。 

大
韓
帝
国 

一
八
九
七
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
李
氏
朝
鮮
が
用
い
た
。
日

清
戦
争
の
下
関
条
約
で
、
李
氏
朝
鮮
国
と
清
帝
国
と
の
宗
属
関
係
が
消
滅
し

た
こ
と
に
伴
い
、
第
二
十
六
代
高
宗
が
皇
帝
に
即
位
し
、
国
号
を
改
め
た
。 

六
六
艦
隊
計
画 

一
八
九
六
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
策
定
さ
れ
た
海
軍
軍
備

拡
張
計
画
。
二
期
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
と
き
戦
艦
「
敷
島
」「
朝
日
」「
初
瀬
」

「
三
笠
」
が
テ
ム
ズ
鉄
工
造
船
所
で
建
造
さ
れ
て
い
た
。 

電
気
試
験
所
の
無
線
通
信
機 

一
八
九
六
年
、
マ
ル
コ
ー
ニ
の
公
開
実
験
の

記
事
を
読
ん
だ
石
橋
絢
彦
（
い
し
ば
し
・
あ
や
ひ
こ
／
１
８
５
３
〜
１
９
３

２
）
が
逓
信
省
電
気
試
験
所
長
の
浅
野
応
輔
（
あ
さ
の
・
お
う
す
け
／
１
８
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５
９
〜
１
９
４
０
）
に
無
線
の
話
を
し
、
浅
野
が
電
信
主
任
の
松
代
松
之
助

（
ま
つ
し
ろ
・
ま
つ
の
す
け
／
１
８
６
６
〜
１
９
４
８
）に
研
究
を
命
じ
た
。

松
代
は
少
な
い
文
献
を
も
と
に
送
信
機
な
ど
を
作
成
し
た
。 

 

松
代
は
明
治
三
十
年
十
二
月
、
東
京
の
築
地
海
岸
に
送
信
機
を
設
置
し
、

東
京
湾
沖
一
・
八
キ
ロ
に
浮
か
べ
た
小
船
の
受
信
機
と
の
通
信
に
成
功
し
た
。

次
い
で
明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
月
島
と
第
五
台
場
間
三
・
三
キ
ロ
の
双
方

向
の
通
信
実
験
に
成
功
し
た
。 

秋
山
眞
之 

あ
き
や
ま
・
ま
さ
ゆ
き
／
１
８
６
８
〜
１
９
１
８
。
日
本
海
海

戦
に
お
け
る
出
撃
の
報
告
電
報
「
本
日
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド
モ
浪
高
シ
」
の
作

者
。
兄
・
好
古
（
よ
し
ふ
る
：
１
８
５
９
〜
１
９
３
０
）
と
と
も
に
小
説
『
坂

の
上
の
雲
』
の
主
人
公
で
も
あ
る
。 

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の
損
害 

沈
没
二
十
一
、
拿
捕
六
、
抑
留
六
、
戦
死
者
五

千
人
、
捕
虜
六
千
百
六
人
だ
っ
た
。
捕
虜
の
中
に
は
総
司
令
官
ロ
ジ
ェ
ス
ト

ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
中
将
も
含
ま
れ
て
い
た
。 

信
濃
丸 

日
本
郵
船
の
シ
ア
ト
ル
航
路
用
貨
客
船
と
し
て
一
九
〇
〇
年
四
月
、

イ
ギ
リ
ス
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
デ
ビ
ッ
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
社
で

竣
工
し
た
。
日
露
戦
争
の
と
き
は
海
軍
に
徴
用
さ
れ
、
軽
装
備
を
施
さ
れ
海

上
を
航
行
す
る
船
舶
を
誰
何
す
る
任
務
に
就
い
て
い
た
。 

巡
洋
艦
「
和
泉
」 

元
は
チ
リ
海
軍
所
属
の
巡
洋
艦
「
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
」。
こ

れ
を
Ｃ
Ｔ
Ｒ
社
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
リ
ン
ト
が
買
い
受
け
て
日
本
に
転
売
し

た
。 

出
撃
電 

電
文
は
符
号
化
さ
れ
て
い
て
、
当
事
者
に
し
か
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
電
文
二
文
字
目
が
有
意
の
文
字
で
、
そ
れ
を
符
号
表
に
照
合
し
て
解
読

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
電
文
は
「
ア
テ
ヨ
」（
敵
）「
イ
カ
ヌ
」（
艦
隊
）「
ミ

ユ
ト
ノ
ケ
イ
ホ
ウ
ニ
セ
ツ
シ
」「
ノ
レ
ツ
」（
連
合
艦
隊
）「
ヲ
ハ
イ
」（
は
）

「
タ
ダ
チ
ニ
」「
ヨ
シ
」（
出
動
）「
ス
」「
コ
レ
ヲ
」「
ワ
ケ
フ
」（
撃
沈
）「
ウ

メ
ル
」（
滅
）「
セ
ン
ト
ス
」
の
本
文
の
あ
と
、
平
文
で
「
ホ
ン
ジ
ツ
テ
ン
キ

セ
ロ
ウ
ナ
レ
ド
モ
ナ
ミ
タ
カ
シ
」
と
続
い
て
い
た
。 

連
合
艦
隊 

そ
の
構
成
は
東
郷
希
典
乗
座
の
旗
艦「
三
笠
」を
含
め
戦
艦
四
、

装
甲
巡
洋
艦
八
、
巡
洋
艦
十
五
、
砲
艦
・
水
雷
艇
・
通
報
艦
な
ど
百
八
隻
で

成
っ
て
い
た
。
日
本
海
海
戦
に
お
け
る
連
合
艦
隊
の
沈
没
は
水
雷
艇
三
の
み

で
、
死
者
は
百
十
七
人
、
負
傷
者
は
五
百
八
十
三
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 
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